競技上の注意
１　ルールは、（公財）日本ソフトテニス連盟ハンドブックによる。
２　選手変更は、受付時に提出し承認を得ること。
３　マッチについては、個人戦は全て５ゲームとし、団体戦は予選リーグ５ゲーム、決勝トーナメント７ゲームとする。団体戦の決勝トーナメントからは、２点先取方式とする。
４　使用球は、団体戦はケンコーボール、個人戦は赤エムボールとする。
５　コート割および進行は、変更することがあるので放送には注意すること。なお、団体戦は、進行によっては２面展開とすることもある。
６　審判については、団体戦は相互審判とし、個人戦は敗者審判とする。ただし、準決勝以降は本部で行う。なお、個人戦の各コート第１試合及び決勝トーナメント第１試合は本部から指名する。
７　団体戦の第１試合のオーダーは、開会式終了後直ちに本部進行席に提出すること。第２試合以降のオーダーは、前の試合終了後、速やかに本部進行席に提出すること。
８　本部進行席については、メインアリーナ（１～３コート）は２コート南側、サブアリーナ（４・５コート）は４コートの南側にある。
９　ベンチは、正審（審判台）から見て左側をチーム・ペアの若番とする。
10　表彰は、各種別第３位まで行う。
11　プレーの妨げになるような過度な応援は慎むこと。
12　練習コート割り当て（12月1日及び2日とも８：３０～８：５０）
1日　１コート　岡山県　　     2日　１コート　鳥取県
２コート　広島県　　　　　　　 　 ２コート 島根県
３コート　山口県　　　　　　　　  ３コート　岡山県
４コート　鳥取県　　　　　　　　 　４コート　広島県
５コート　島根県　　　　　　　　 　５コート　山口県
　　※練習時間は、当日のスポーツセンター開場時間により繰り上げることがある。
　　　（練習時間は２日間とも２０分とする。）

